
　新鮮で安全な食料の安定供給はＪＡグループ最大の使命であり、全国有数の柑橘生産

地帯である等の基盤を最大限活用し、消費者の期待に応えていくことを謳っています。

　平成23年度は、厳しい情勢にありながらも組合員・地域住民の誰もが幸せになるため

に、「笑顔の花を地域いっぱいに咲かせよう」を年間スローガンとして更なる農業振興と

地域貢献を果たしてまいります。

　具体的には、第４次中期計画並びに第３次営農振興計画の実践初年度にあたり、下記

の項目を「重点実施事項」として掲げ、事業に取り組んでまいります。
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１．JAえひめ中央経営理念 ２．経営方針

　当ＪＡは農業者により組織された協同組合であり、組合員の意思を広範に反映するとと

もに、業務執行を機動的に行うために、経営管理委員会を設置し、経営管理委員会が任命

する理事が常勤して日常の業務に専念する体制をとっています。

　経営管理委員は、組合の業務執行にかかる基本的事項や重要事項を定めるほか、理事

の業務執行の監督を行っています。また、信用事業について常勤理事のなかで専任担当を

置くとともに、農業協同組合法第30条に規定する常勤監事及び員外監事を設置し、ガバ

ナンスの強化を図っています。

３．経営管理体制

１. 安全で安心な食料をつくり供給します。

　上記の食料の安全供給のため、農業生産力を維持発展させるとともに、活力と潤いの

ある農業の確立に努めます。また、環境保全型農業の推進等により、環境問題にも積極的

に取り組んでいることを示しています。

２. 環境と人にやさしい農業を実践します。

　ＪＡはその事業活動を通じて地域産業の一翼を担っており、農業を核として地域づくり

に貢献していかなければなりません。そのため、心豊かなふれあいをいろいろな場面に

おいて充実させていきます。

３. 心豊かなふれあいを通じ地域と共に歩みます。

　民主的運営は協同組合原則の核をなす条項ですが、そのためには全組合員が積極的

に参加して決定しなくてはなりません。組合員の意思を結集することによって信頼され

る経営に努めます。

４. 全員参加により信頼される経営に努めます。

　ＩＴ革命・デジタル化等に見られるように、情報技術の改新はめざましいものがありま

す。ＪＡも地域の情報発信基地としての役割を認識し、ニーズに即応した正確で新しい情

報を提供します。

５. とれたての、実になる情報を提供します。

「あなたが振り向く
                 ＪＡを目指します」
「あなたが振り向く
                 ＪＡを目指します」

■ 重点実施事項 

　 １．第３次営農振興計画に基づく笑顔あふれる産地づくり

　 ２．事業体制（店舗・要員）の計画的整備

　 ３．経済事業の段階的収益改善

　 ４．人事労務基本方針に基づく人材の育成

　 ５．地域貢献活動を通じた地域の活性化・つながりの強化

　 ６．要改善ＪＡ指定の早期解除
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